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はじめに

　柴田 博名古屋大学名誉教授は， 2005年 4月 1日よ
り糸魚川淳二館長の後任として豊橋市自然史博物館に
着任され，2010年 3月 31日まで館長を勤められた．
2009年 8月 4日，豊橋市立小中学校の教員対象に開
催された研修会の講演後に，体調を崩され，豊橋医療
センターへ緊急入院され，心筋梗塞の治療を受けられ
た．退院後，心筋梗塞の治療中に見つかった大腸がん
の手術のために，藤田保健衛生大学病院に入院された．
その後，自宅から通院による抗がん治療を受けられ
ていたが，2010年 5月 4日に逝去された．享年 73歳
（1937-2010）であった．
　柴田前館長が在任期間中の 5年間に関与された主要
な博物館活動については時系列に沿って『柴田博先生
の業績と思い出』のなかで紹介した（松岡，2010a）．
同書には館長の研究業績も掲載されている．本報告で
は，前出の報告で未公表であった内容や写真について，
教育普及活動，調査研究活動，展示室改装に分けて加
筆整理した．なお，報告の内容については，豊橋市自
然史博物館職員の協力と数々の情報の提供を頂いた．

教育普及活動

　柴田前館長が就任された 2005年には，愛・地球博（愛
知万博）が開催された．会期中（3月 25日～ 9月 25日）
には，豊橋市とフレンドシップ国であったアメリカ，
ベネズエラ，ホンジェラス，リトアニア，ドイツ，中

国のパビリオン館長，大使等の来館があった．リトア
ニアの大使が訪問された時には，柴田前館長が展示室
を案内され，9月 21日には虫入りコハクの寄贈を受
けた．さらに翌日にはヴィルニュス大学のポーデナス
（Sigitas Podenas）教授の「バルチック・アンバー（Baltic 

Amber）」の講演会が開催された．愛・地球博の閉会後，
11月 9日にはポーランドのパビリオンに展示されて
いたビィエリチカ岩塩の寄贈にあたり，当館での寄贈
式典へ列席され，寄贈資料の展示についても指導され
た（第１図）．
　7月 28日には，こども環境サミット 2005のワーク
ショップ・フィールドトリップ「自然史博物館で学ぶ
生物の進化と愛知県の自然」が開催され，自然史博物
館に秋篠宮文仁親王殿下・同妃殿下，秋篠宮家眞子内
親王殿下，同佳子内親王殿下が御来館され，時間・応
対の厳しい制限があるなかで先頭にたって案内され
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第 1 図 . ビィエリチカ岩塩の展示とポーランド共和国大使．
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た．
　9月 23日～ 26日には，豊橋市と友好提携を結んで
いる南通市の招聘により，中国博物館事業百年と南通
博物苑新館開館記念式典及び「国際高水準博物館館長
フォーラム」へ参加のため（第 2図），原　光枝副館
長兼事務長（当時）と共に出張された．
　自然科学の基礎を学ぶ自然史講座では，外部講師や
当館学芸員の紹介を行うほか，平成 17年度から平成
20年度まで年 1回館長自らも講師を勤められた．各年
の演題は「泳ぐ貝の化石みつけた」（2005年 5月 22日），
「地球の割れ目をのぞく－アフリカ大地溝帯の自然」
（2006年 6月 18日）（第 3図），「神秘の国エチオピア
－花と人」（2007年 7月 1日），「神秘の国エチオピア
－めずらしい野生動物をみる」（2008年 8月 24日）で
あった．平成 17年度の「泳ぐ貝の化石」は，柴田前
館長のライフワークの研究成果に基づくものである．
その浮遊性腹足類の研究は昭和 50年代初めから開始

され（Shibata，1977），全国の新生界へと広がっている．
1980年には京都大学霊長類研究所の調査団としてエチ
オピアの調査に参加され，定年退職後も毎年のように
訪問されていた．平成 18年度からのエチオピアの講
座は，館長自らが現地で撮影された豊富な写真に基づ
いて行われた． 

　野外での自然観察・岩石・化石採集などを行う学習
教室のうち，岐阜県瑞浪市で開催している「家族で行
く化石採集」は，毎年抽選倍率の高い人気行事である．
瑞浪市は，柴田前館長・糸魚川元館長の主要研究テー
マである瀬戸内中新統の古生物地理学的研究の重要な
場所でもある（柴田・糸魚川，1980，1989；糸魚川・
柴田，1992）．瑞浪市化石博物館に到着すると，館内
の見学とへそ山の地層観察後，土岐川河床へ移動し化
石採集を行っている．参加者に対して前館長自ら現地
で化石の採集の方法や名前について分かりやすく指導
された（第 4図）． 

松岡敬二

第 2 図 . 南通博物苑新館開館記念式典（2005.9.24）．

第 4 図 . 学習教室「家族で行く化石採集」での瑞浪市化石博物

　　　　館見学（2006.11.23）．

第 3 図 . 自然史講座「地球の割れ目をのぞく－アフリカ大地溝

　　　　帯の自然」（2006.6.18）．

第 5 図 . 館長とおしゃべりタイム（2007.2.11）．
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　「館長とおしゃべりタイム」では，平成 17年度より
自然史スクエアにおいて，来館者サービスを高めるた
めの新しい試みとして自作の紙芝居を開始された．服
装は子どもたちに親しみをもって迎えられるようにと
んがり帽子を着用された（第 5図）．平成 17年度は「恐
竜アナトのぼうけん」，平成 18年度には「はだかのチ
ンパンぼくらの祖先」が加わった．この実践を通して，
絵本『恐竜アナトのぼうけん』，『恐竜エドモンのぼう
けん』，『はだかのチンパンぼくらの祖先・1，2』（原案・
監修：柴田博，絵：柴田恵）が出版された．
　豊橋市制 100周年にあたる平成 18年には，数々の
記念事業が実施された．自然史博物館では特別企画展
「恐竜と生命の大進化－中国雲南 5億年の旅－」，「ユ
カギルマンモスミュージアム」，「とよはし高師小僧
フェスタ」を開催した．特別企画展では，展示方法に
ついての助言や中国からの代表団の対応に勤められ

た．さらに，会期中の 9月 6日には高円宮憲仁親王妃
久子殿下がご来館され，展示物の御案内をされた（第
6図）．
　「とよはし高師小僧フェスタ」では，シンポジウム
｢高師小僧ってなあに？｣ での開催の挨拶（第 7図），
「高師小僧コンテスト」の入賞者の表彰をされた．「と
よはし高師小僧フェスタ」を少しでも親しみやすい形
にしたいとの思いから，高師小僧と少女の構成による
キャラクターの制作も提案された．翌年発行された同
報告書は，裏表紙にこのキャラクターが掲載され（第
8図），「はじめに」の執筆もされた（豊橋市自然史博
物館編，2007）．キャラクターの導入は，第 22回特別
企画展「ホネホネ大行進－骨学のススメ－」（2007年）
の「キャプテン・ボーン」へと展開していった．キャ
ラクター名は，一般から公募し，入賞者は市長及び前
館長から表彰された（第 9図）．また，次年度の日伯

柴田　博名誉教授と豊橋市自然史博物館

第 6 図 . 高円宮憲仁親王妃殿下を特別企画展「恐竜と生命の大

　　　　進化－中国雲南 5億年の旅－」御案内（2006.9.6）．

第 8 図 . 「とよはし高師小僧フェスタ」報告書の裏表紙．

第 7 図 . シンポジウム「とよはし高師小僧フェスタ」の開会挨拶． 第 9 図 . 特別企画展「ホネホネ大行進－骨学のススメ－」のキャ

　　　　ラクター名表彰式（2007.7.13）．
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交流年事業・第 23回特別企画展「シーラカンス－ブ
ラジルの化石と大陸移動の証人たち－」（2008年）では，
古代魚缶バッジ作りでの古代魚のイラストを制作され
た．
　博物館の出版活動では，標本作りや豊橋の自然を深
く学べる手引書として自然史博物館ガイドブックを発
行している．ガイドブック⑤『標本をつくろう　岩石・
化石編』（2006年），同⑥『豊川の自然』（2007年）では，
「はじめに」を執筆された．
　一般来館者用の『豊橋市自然史博物館　展示案内』
は開館当初に発行され，1995年には新しい『豊橋市自
然史博物館　総合案内』を作成した．しかし子供向け
の解説書はなく，柴田前館長からの提案で平成 20年
度から準備が進められ，2003年 6月 30日に『はくぶ
つかんたんけん（豊橋市自然史博物館展示案内）』と
して発行された． 

　平成 20年度は，開館 20周年記念シンポジウム「復
元－恐竜のすがたにせまる－」が 7月 13日に開催され，
総合討論でコーディネーターを勤められ，合わせて行
われた野外恐竜ランドのブラキオサウルスの色塗り募
集の最優秀賞者に表彰状を授与された（豊橋市自然史
博物館編，2008）．また，同報告書（2008）では巻頭言「発
刊にあたって」を執筆された．
　平成 17年度から開始された自由研究展においては，
市内の小中学生の入賞者に対して表彰状の授与及び入
賞作品の研究内容についての総評をされた（第 10図）．
　平成 9年度より活動を始めている自然史博物館ボラ
ンティアは，平成 22年度 43人が登録されている．ボ
ランティア自主研修には，アドバイザーとして参加
された．平成 17年度の研修では神谷敏郎著『骨と骨
組みのはなし』，平成 18年度ではドゥーガル・ディク
ソン著『生命と地球の歴史アトラスⅡ　デボン紀から
白亜紀』をテキストに使われた．ボランティアの自主
研修は，現在の中生代展示室のリサーチテーブルの解
説，常設展示室のガイドツアーや特別企画展での解説，
教育普及アイテムの制作などの活動に引き継がれてい
る．

調査研究活動

　豊橋市自然史博物館研究報告は，学芸員などの調査
研究の成果をまとめた論文を中心に構成されている．
柴田館長は研究報告第 16号～第 19号の編集委員とし
て，学芸員を育てる立場で丁寧に原稿を査読された．
さらに，学芸員にはこの地域の地質や打ち上げ貝類の

研究を熱望されていた．中でも，大学時代から研究さ
れていた瀬戸内中新統に関しての内容は急ぐように指
導された．特に，フィッション・トラック年代測定で
古い年代をもつ粒子と外来結晶を排除する外部ディ
テクター法による論文（松岡 ･森，2006）や，長篠
層産の貝類化石の記載論文（Shibata and Ichihara, 2006）
は，設楽層群の年代が古第三紀とする報告（林・輿水，
1992）について再度検討すべきであるとの指示により，
執筆されたものである．その他にも館長の共著論文も
ある（Shibata et al., 2006; Shibata and Ujihara, 2008）．
　化石研究会でのシンポジウムのポストプリント編集
に当たっては，治療中にもかかわらず，投稿された松
岡および吉川の原稿を査読され，懇切丁寧に査読され，
指摘事項が原稿へ書き込まれ，返信されてきた．この
原稿は，化石研究会誌第 43巻第１号にそれぞれ掲載
された（松岡，2010b；吉川，2010）．

自然史博物館の展示室改装

　豊橋市第 4次総合計画（2001～ 2010）における自然
史博物館の整備充実事業は，平成 13年度から始まり，
2004年 4月 28日に古生代展示室がリニューアルオー
プンした．柴田前館長が就任された平成 17年度に，
中生代展示室の増築部分（約 249㎡）の実施設計を行い，
平成 18年度に工事に入った．豊橋市自然史博物館協
議会では展示物改装などの取り組みを行った施設の視
察を行い，展示物改装に生かすための調査に同行され
た（第 11図）．平成 19年度は，平成 16年度の中生代
展示室の実施設計に基づき 2か年継続の展示物製作に
着手した．展示物製作については，古生代展示室から
の基本コンセプトを継承され，打ち合わせ会議に参加
された（第 12図）．さらに，来館者の見学動線につい

松岡敬二

第 10 図 . 自由研究展表彰式（2008.10.11）．
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ては，古生代展示室から時系列に沿う順路と，各展示
室に自由に展示室が見学できる順路が選択できるよう
に，展示室入口壁面に新たなサインを設置するように
指示された（第 13図）．
　2008年 4月 26日に竣工した中生代展示室の記念式
典は，市長，市議会議長，国会議員を迎え，挙行され，
柴田前館長により新展示室の展示物の内容が紹介され

た．それに先行して 4月 23日には，豊橋市議会議員，
報道関係者の内覧会を開催し，展示室を案内された（第
14図）．
　郷土の自然展示室の「Q&Aコーナー」は 2007年 11

月 30日に内容を更新した．柴田前館長は「日本一長
い断層（だんそう）は？」と「豊川がはじまるのは？」
の問題で登場されている．全体の待ち受け画面では，
前館長を中央にスタッフ全員のイラスト画像が迎えて
くれている（第 15図）．

　最後になりましたが，柴田　博前館長にご指導いた
だいた内容と御遺志を引き継ぎ，博物館が発展するよ
うに努力していきたいと考えています．
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